
 

１．各事務局からの聞き取り調査の概要 

 柴田町の審議会等の担当者に公募委員として求める人材として必要とされることがあるか聞き取り調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．登録から選任まで 

 １）公募委員選任方法の考え方 

   ・性別や地域性などの選任条件は、公募委員以外の委員で考慮することが可能ではないか。 

   ・選任条件を所管課の意向に任せすぎると、登録制度の意義や有効性を低める恐れがあるのではないか。 

上記の点や登録制度の目的、調査結果から、登録簿から公募委員を選任する場合は、可能な限り誰もが就任できるよう選任する。 

 

 ２）登録から選任までのプロセス（案） 

まちづくり政策課 町 民 審議会等の所管課 

   

   

 

 

調査の前提条件 

・公募枠が有る審議会等：現状により回答 

・公募枠が無い審議会等：公募枠を設定したとしての仮定で回答 

調査結果 

・公募委員として特に求める人材の希望はない審議会がほとんどである。 

・現在各審議会で必要とする人材は、公募枠以外で配置していることが多く、「町長が必要と認める者」等の規定により、委員構

成を調整している。 

 

①無作為に抽出した町民１０００名

を対象に、まちづくりアンケートとと

もに公募委員候補者登録の意思を聞

き取る 

各行政区長、柴田町内の企業、仙台大

学に推薦依頼を行う 

②登録を希望する場合は、就任

したい分野、出席可能な曜日・

時間帯等を選択して返送 

※但し、抽出されなかった町民

も登録期間内であれば、随時登

録できることする 

③期日までに届いたものを、ランダム

に並べて登録者名簿を作成 

④審議会等の改選や新しい審議会

の発足に際し、登録者名簿の開示

を依頼 
⑤当該分野の登録者名簿を所管課

に提供 

※分野、男女別で名簿を提供する

ことが可能 ⑥提供された名簿をもとに名簿順

に審議会の内容等を説明し、就任

依頼 

公募委員候補者は拒否することも

可能 

⑦就任依頼を承認 ⑧公募委員に選任 

※公募委員の募集数に満たない場

合は、別途従来通りの公募を行う

ことも可能 
⑨審議会等への参加 

⑪所管課の就任依頼の状況、結果

など選任状況を名簿へ反映 
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⑩公募委員選任状況報告 



 

３．登録簿の記載例 

公募委員候補者登録簿（有効期間：平成２８年４月１日～平成３０年３月３１日） 

番号 名前 生年月日 住所  電話番号 性別 

分 野 平日 土 日 

その他 

条件 

依頼等状況 備  考 

総
合
政
策 

総
務 

市
民
環
境 

福
祉
・
健
康 

都
市
建
設 

教
育 

午

前 

午

後 

夜

間 

午

前 

午

後 

夜

間 

午

前 

午

後 

夜

間 

2016/11/10 

●●審議会 

2016/11/20 

●●審議会 

 

 

1  柴田太郎         ○ ○ 
 

○ 
   

○ 
  

 
 

 
 

   × ○  

2  宮城花子         
  

○ ○ 
 

○ ○ ○ 
  

 
 

 
 

  託児 ○ 
 

 

3  仙台五郎         ○ ○ 
 

○ ○ 
  

○ ○ ○  ○  ○    ○ 
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 ※各分野の詳細な項目や、該当する審議会は参考資料１を参照 


